
 
 

平成 15年度総会議事録 

 

開 催 場 所 湖山西地区公民館 大会議室 

開 催 日 時 平成 16年 9月 23日 

会 員 総 数  56名 

出 席 会員数 36名 

 内訳 本人出席 19名 

  委任状出席 17名 

 

1． 開会挨拶 

 スミス理事長により開会の挨拶があった。 

2． 議長選出 

 定款の規定により会員谷尾洋介氏が就任し、本日の総会は定数を満たしたので有効に成立

した旨を告げ、議案の審議に協力を求とめ、審議に入った。 

 

平成 15年度事業報告 

1．経過、グリーンフィールド利用 

 スミス理事長より一般利用、スポーツクラブ利用及び住民主導のイベント利用が順調に拡

大し、芝に対する理解と認識が深まったとの報告があった。 

2．整備について 

 中野理事より夏芝の植え付け、冬芝のオーバーシーディング作業及びその後の維持管理の説

明が報告された。 

3．EASEフットボールクラブ 

 代表寺坂理事（欠席）より文面により練習、リーグ戦及び交流試合が定期的に行われてい

て、会員数も順調に増加し、今は 65名程になったとの報告があった。 

4．湖山ラグビーフットボールクラブ 

 代表ニール スミスより昨年 10月から活動が始まり、4月末のシーズン終了時点で 14歳か

ら５７歳までの会員 18名がいて、毎週練習が行われているとの報告があった。 

5．決算報告 

 平成 15年度の決算報告があった。 

6．会計監査報告 

 法人の監査である井上より「諸帳簿及び証拠書類を監査した結果、適正且つ正確に処理さ

れていることを認めるとの報告があった。 

7．承認 

 特に質問及び異議がなく、決算報告及び監査報告が満場一致のより承認された。 

8．理事の移動 

 初代理事の内、4名が一身上の都合により辞任し、後任に新たに 3名が就任し、現在は定款

の理事８名定数を満たしているとの報告があった。 

 



平成 16年度事業計画 

1．EASEフットボールクラブ 

 社会人チームの大会、4—6才のチームづくり、小学生のフットサル大会、高校生のチーム

づくり、第 3回 EASE CUP大会（10月下旬）等の大会開催を予定しているとの報告があった。 

2．湖山ラグビーフットボールクラブ 

 9月から始まった第 2シーズンで小学生を含めた会員増加を図かり、県リーグで活躍中の鳥

大チームへの選手派遣をし、10月 2日に横浜のクラブとの初戦を開催しているとの報告があ

った。 

3．16年度の事業計画 

 もっと幅広いイベントを開催し、芝の利用を促進する為に役立つ活動をし、また地域スポ

ーツクラブの育成を促す活動もしたい。低コストの芝維持管理を実現することにより、校庭

及び空き地芝生化運動を広める活動を通じて、地域社会の質的向上につなげるようにしたい

との説明があった。 

4.  整備について 

 これからは利用によって痛んだ箇所の補修以外は芝刈を中心とした維持管理を続
けて、県内外からの校庭及び空き地芝生化に関する問い合わせに積極的に協力したい

と思っているとの説明があった。 
5．16年度予算案 

 平成 16年度の予算案が提出され、出席者から事業計画書で計上された維持管理支出額が予

算案の維持管理事業費を上回っているとの指摘があり、理事長から記入ミスによるもので、

予算案の通り事業計画書を訂正するとの答えがあった。予算案が満場一致で承認された。 

6．16年度役人に付いて 

 初代理事の任期満了に伴って、現在の理事の再任議案が提出され、満場一致で承認された。 

7．質疑応答 

 グラウンドゴルフの利用、10月に予定されているドッグランの指導者、総会の自治会への

事前通知等についての質問があった。 

8．議事録署名人 

 議長は、出席している会員の中から議事録署名人を指名したい旨を述べ、これを議場に諮

ったところ、満場意義なく賛成があったので、次の者を議事録署名人に指名した。 

   会員 ニール スミス 

   会員 中野 淳一 

 

 以上で本日の議事を終了し、議長は午後 4時 15分に閉会を宣した。 

9．議長解任 

 決議事項等が終了した為、議長が解任された。 

10. その他 

 クラーク高校の横井校長より、イベント等のときのトイレ及び更衣室の要請に対して、出

来る限り協力をしたいが、学校の休みの関係上、協力できない時があり得るので、代替案を

考えてほしいとのコメントがあり、それに対して、山根理事が県所有の大学ボート艇庫にあ

るトイレは 24時間利用できるのではないかとの意見がでました。スミス理事が確認をするこ

とにした。 

 谷尾会員より、犬が放し飼いになっていて、小さな子供達が犬の喧嘩を見て恐くなり、グ



リーンフィールドに行きづらくなっているのと意見が近所住民からでていて、対策を考える

べきでは無いかとのコメントに対して、理事長が特に規制を設けるべきでは無いと思うが、

母国ニュージーランドの公園ではしつけされている犬は解放して良くて、そうでない犬はリ

ード使用との条件を次期の理事会で検討すると答えた。 

 留森会員より、EASEや湖山ラグビー以外のスポーツクラブ及びチームの利用を認めない背

景は一般的に知られていなくて、理解もされていない点が指摘されて、もっと有効な手段で

公報した方が良いのでは無いかとのコメントがあった。理事長がホームページに説明文を載

せる、サッカー協会の小中高校の担当者に各チームが練習の為の一年に一度利用出来る理事

会の決議をまた連絡する、グラウンドのところに看板を立てる等の対策を検討すると答えた。 

 

 平成 16年 9月 23日 

 特定非営利活動法人グリーンスポーツ鳥取年次総会において 

 

 議 長 谷  尾   洋  介 印 

 

 

 会 員 二 ― ル ス ミ ス 印 

 

 

 会 員 中  野   淳  一 印 


